
第 68回 薬物治療モニタリング研究会特別ゼミナール 
『抗菌薬 TDM 臨床実践ガイドライン 2022に基づいたバンコマイシン TDMの考え方』 
 
開催日時： 令和 4年 4月 16日（土） 10:00～17:00 
開催方法： Web開催（Zoom） 
募集人数： ３５名 
受講料：  一般会員：1,000 円 非会員：4,000 円 学生：1,000円 
   （第 68回 薬物治療モニタリング研究会特別ゼミナール特別価格） 
  
内 容 : 近年、疾患に対する薬物治療の位置づけを理解したうえで、治療薬の選択および薬物動態学

的特徴を踏まえた用法用量の設計を行い、個々の患者の最適な薬物投与計画を立案する処方設
計が薬剤師に求められています。さらに、処方設計を実施する際、有効性及び安全性の観点か
ら何をどのタイミングでモニタリングし評価するかが重要となっています。 
そこで、本特別ゼミナールでは、TDM の実施に必要な基礎知識を修得し、症例の患者情報な

どから TDM 実施ポイントを整理すること、処方設計および薬物治療後のモニタリングを評価で
きることを目的として、スモールグループディスカッション（SGD）によるワークショップを交
えて開講します。 
今回は、現場で必要性の高いと思われるバンコマイシンの TDM について、最新のガイドライ

ン（抗菌薬TDM 臨床実践ガイドライン2022）の考え方に基づいて、症例を検討していきます。 
 
到達目標：1）TDM の実施に必要な基礎知識を説明できる。 
     2）患者情報などから TDM 実施のポイントを説明できる。 
     3）処方設計および薬物治療後のモニタリングに必要なポイントを説明できる。 
主な内容： 
講義「臨床薬物動態の基礎と治療薬物モニタリング」 辻 泰弘 (日本大学薬学部薬剤師教育センター) 
講義「バンコマイシン TDMの最新の知見（仮題）」 浜田幸宏（東京女子医科大学病院薬剤部） 
「①症例提示・説明」  小林義和（北里大学薬学部臨床薬学研究・教育センター）  
「②症例提示・説明」  横山泰昭（亀田総合病院 薬剤部） 
症例検討、スモールグループディスカッション、発表、質疑応答、解説とまとめ 
 
日本病院薬剤師会の研修単位シール１単位（研修番号 V-1）、2.5単位（研修番号Ⅲ）を申請しています 
 
受講申込み方法：４月６日(水)までに必要事項【１）ご氏名、２）ご所属、３）連絡用メールアドレス、
４）会員・非会員の区分】を記入して、研究会事務局メールアドレス（info@rgtdm.org）にてお申し込
みください。申込が確認され次第、事務局より受講申込の確認および受講料の振込先をお知らせするメー
ルをお送りします。 

薬物治療モニタリング研究会（https://www.rgtdm.org/） 


